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健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

避難訓練、お誕生日会、買い物学習、駄菓子屋、クッキング、動物ふれあい体験等、その他季節の行事

家族支援

事業所での活動や日々の様子をご家庭と連携しながら共有できる仕組みを提供し
ています。また子育てに関する困りごとに対する相談援助、困りごとを支援する
ため定期的に面談実施をします。 移行支援

同年代の子どもをはじめとした地域における仲間づくり、入学、卒園等ラ
イフステージの切り替えを見据えた将来的な移行に向けた準備、地域への
参加（買い物、公園や図書館などの公共施設の利用）の支援をします。

地域支援・地域連携

身近な地域の中で安心して過ごせるように相談支援事業所、学校、こども園、保
育所や併用している他事業所と連携をします。 職員の質の向上

法人内研修、新任研修、虐待防止研修、感染症研修、身体拘束適正化研
修、防災訓練、外部研修

支　援　内　容

本
人
支
援

・衣服の着脱、排泄、食事など基本的な日常生活動作の獲得を図ります。
・タイマーや時計等を使いながら時間や場面の切り替えを強化していきます。
・危険な場所や災害時等の行動の仕方がわかり安全に過ごすための習慣を身につけます。

・食事や活動時などの日常生活の中での姿勢保持の安定を図ります。
・公園や施設の遊具を用いて、更なる体力強化に努めます。
・物の多い少ない、重い軽い等、物を使って認知を図ります。

・認知の偏りや個々の特性に配慮しながら、課題を別に提示する等、興味の幅が広がる支援を行います。
・デジタル認知テスト等を用いて得意なこと、苦手なことを可視化し、脳の機能をトレーニングします。
・声掛けや視覚カード、写真等を用いて見通しを持った行動ができるように支援していきます。
・個々に応じて、プリントや教具を使い、数やひらがなの概念習得を図ります。

・困っていることに気づき、周りにSOSが出せるように支援します。
・物事と言葉が結びつくように様々な体験を通して言語の習得を促します。
・SST等を通して相手の気持ちを知ったり自分の思いを伝えたりしながらコミュニケーション能力を獲得します。

・集団活動を通して、協力することの喜びや達成感を感じたり、譲り合う、待つ、思いやりのある優しい言葉をかけたり、仲間を大切にする気持ちを育むような支援を行います。
・様々な年齢の児童との関りの中でその場に応じたふさわしい行動を一緒に考え、思いやりのある言葉や行動の習得を図ります。
・自分の行動を理解し、気持ちや感情をうまく調整できるように支援します。

法人（事業所）理念
「できないこと」ばかりに着目せず、その子の「得意なこと」を認めて褒めて、自己肯定感をあげる言葉がけを行います。
どの子にもある「やってみたい」の気持ちを育み、生きる力をつけていけるような体験や経験を取り組んで認め合う社会を目指していきます。

支援方針 興味や特性に寄り添いながら身辺自立や体の使い方、人とのかかわり方、SOSの出し方等楽しく学んで身につけられるように支援します。

営業時間 送迎実施の有無

事業所名 ルチアポルタ 放課後等デイサービス　支援プログラム 作成日


